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繊維・高分子材料の静電気測定法とその実際
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１．はじめに

静電気は，狭義には「空間のあらゆる場所において

電荷の移動がないような電気」と定義され，広義には

「電荷の空間的移動がわずかであって、それによる磁

界の効果が電界の効果に比べて無視できるような電気」

と定義されている!)．実際には，その帯電量，すなわ

ち「電荷の発生量一漏えい量」が問題になる場合が多

い幻．

一般に，繊維や高分子材料は比抵抗が大きいため，

電荷の発生量が多く，漏えいしにくい性質を持つ物質

である．そこで，これまでに静電気帯電防止の観点か

ら，繊維・高分子材料を中心に多くの帯電防止材(剤）

や静電気除去装置が開発されてきた．一方，静電気の

持つ性質を積極的かつ有効に活用した技術も実用化さ

れている．代表例としては，複写機やレーザプリンタ

ーなどの電子写真関連機器あるいは集塵用エレクトレ

ットフィルターや静電スプレー塗装法などが挙げられ

る．

いずれの場合にしても，帯電量を正確に把握するこ

とが重要となる．しかし，静電気の測定においては電

荷を移動させると瞬時に帯電状態が変化したり，接触

するだけで電荷の移動が発生するなどの問題がある3１．

さらに，静電気の発生は表面現象であり，温湿度など

の環境条件や取り扱い条件あるいは物体自身の状態に

強く影響され，再現性に乏しいという特徴がある4)．

静電気の測定に際しては，これらの特徴を理解した

上で実施し，結果を評価することが重要であり，目的

＊評価技術部産業用繊維グループ

に応じた測定法を正しく選択することが大切である．

本稿では，人体帯電を含め，繊維製品，高分子材料

の静電気測定法とその実際を概説する．

2．静電気障災害と制電加工法

静電気が様々なトラブルを引き起こすことはよく知

られている．図１には静電気障災害の種類とその一例

を示した5)．ここでは，静電気障害を電気力障害と放

電障害に大別しているが，その内容は，自動車の乗降

時に受ける電撃ショックや脱衣時に発生する不快な放

電音のように日常的に経験する比較的軽微なものから，

精密機器への塵挨の付着や印刷，塗装，紡績現場にお

ける生産障害あるいは爆発・火災など人命に係わるよ

うな深刻な事故に至るものまで実に多くの事例6)があ

る．

特に近年，半導体素子の高集積化と静電気に対する

脆弱化7)から，空調の完備したオフィスなどでは人体

や椅子からの静電気放電がＯＡ機器の誤動作や故障の原

因となることが指摘されている8)．また，医薬品分野

では穎粒剤や散剤などの薬剤と分包紙間の帯電による

付着現象が問題視される9)など新たな課題が発生して

いる．

繊維や高分子材料には，何らかの静電気対策が施さ

れていることが多い．繊維や繊維製品に対する制電性

の付与法には，次のようなものがある'｡)．

①一時制電性の付与法：帯電防止剤による繊維及び繊

維製品の表面処理

②永久制電性の付与法：

ｌ)帯電防止剤による繊維製品の表面加工
















